


















































































































































































































〈小さな魚の きょうだいたちが、楽しく くらして いた。〉
　これは原文では「A happy school of little fish lived in」と書かれて
いる。

















とてもかなしかった。けれど、海には、すばらしい ものが いっぱい あった。































悲しみの淵に落ち込むという〈悲哀の経験〉をしている。〈the deep wet 












もしれない。〈海には、すばらしい ものが いっぱい あった。おもしろい 






「出て こいよ。みんなで あそぼう。おもしろい ものが いっぱいだよ。」
原文〈Let’s go and swim and play and SEE things! He said 
happily.〉（太文字は引用者。以下同じ。）




きな 魚に 食べられて しまうよ。」と懼れるのである。




































Bourdieu, Pierre (1979) “La Distinctio. Critique Sociale du Jugement” 
















Lionni, Leo. (1963) “Swimmy”. New York: Alfred A.Knopf.
レオ・レオニ、谷川俊太郎訳（1969）『スイミー～ちいさな　かしこい　さ
かなの　はなし』好学社
Lionni, Leo. (1997) “Between Worlds”. New York: Alfred A. Knopf.
桝本修作（2002）「存在し生きることそのものが悲哀であるということ～西
田哲学における自己論の考察」・『臨床教育人間学』第４巻　pp.31-51
松居直（1995）『絵本・ことばのよろこび』日本基督教出版局
松岡希代子（2013）『レオ・レオーニ～希望の絵本をつくる人』美術出版社
村瀬学（2001）「異種のもつ世界を伝え合うこと」・横山真佐子ほか編『人生
ではじめて出会う絵本100』平凡社
西田幾多郎（1908）「序文」・藤岡作太郎『国文学史講話』東京開成館・『西
田幾多郎全集』第１巻　岩波書店（1949年）所収
西田幾多郎（1927）『働くものから見るものへ』・『西田幾多郎全集』第４巻 
岩波書店
西田幾多郎（1932）「無の自覚的限定」・『西田幾多郎全集』第６巻　岩波書
店
志水宏吉（2014）『「つながり格差」が学力格差を生む』亜紀書房
 45
ソシュール、小林英夫訳（1928）『言語學原論』岡書院
谷川俊太郎（1974）「レオ・レオニと私」・『月刊絵本　特集レオ・レオニ』
盛光社
鶴田清司（1995）『「スイミー」の〈解釈〉と〈分析〉』明治図書
ヴィゴツキー、柴田義松訳（1962）『思考と言語』明治図書（原著1934年）
渡辺哲男（2015）「「あまちゃん」としてのスイミー～西田哲学における「自
己」と「見る」を手がかりとして」立教大学教育学科研究年報（58）　
pp.83-93
渡辺哲男（2016）「小学校国語科における文学教材の指導法に関する考察～
研究者と現職教師の協働による授業づくりを通して」・『立教大学教育学科
研究年報』第59巻　pp.35-57
